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佐賀県の原子力災害対策重点区域放射線・放射能・放射性物質とは 32
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出典：環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料(令和２年度版)」をもとに作成

日常生活と放射線

● 放射性物質から出る粒子や電磁波を「放射線」、
放射線を出す能力を「放射能」、放射能を持つ物
質を「放射性物質」といいます。
【懐中電灯に例えると】 懐中電灯が

光線を出す能力が 光が

放射性物質

放射能 放射線

● 放射線には、アルファ線、ベータ線、ガンマ線などが
あり、それぞれ物質を通り抜ける力が異なります。

紙 アルミ
ニウムなど

鉄・鉛・コン
クリートなど
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ベータ（β）線
ガンマ（γ）線

α線を
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β線を
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γ線を
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放射線は、鉄・鉛・コンクリートで防ぐことができる
ため、原子力災害時には、屋内退避が有効です。

● シーベルトとは、人体が放射線を受けたとき、その影響を表す単位です。
１シーベルト＝ 1,000 ミリシーベルト＝ 1,000,000 マイクロシーベルト

※1 電離放射線障害防止規則等の改正により、緊急時の放射線を取り扱う作業者の緊急作業従事期間中の線量限度を
2016年 4月より 250,000 マイクロシーベルトに引き上げ。

※ 2 1年間につき 50,000 マイクロシーベルトかつ、5年間の総量が 100,000 マイクロシーベルトを超えない。ただし、
人命救助や、放置すれば事態の急激な悪化をもたらし、消防機関が介入すれば相当な効果を期待できる消火活動等の
緊急作業従事期間中の線量限度は100,000 マイクロシーベルト。

 500 マイクロシーベルト /時間 １日以内に避難するように指示が出ます。

　20マイクロシーベルト /時間 １週間以内に避難（一時移転）するように指示が出ます。
原子力災害時の
避難基準

緊急作業従事の場合に認められている上限
250,000 マイクロシーベルト ※ 1

放射線の量
（マイクロシーベルト）
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放射線業務従事者及び防災に係る
警察・消防従事者に認められている上限
50,000 マイクロシーベルト /年 ※ 2

胸部 X線コンピュータ断層
撮影検査 (CTスキャン )(1 回 )
約 6,900 マイクロシーベルト /回

一般公衆の線量限度 (年間 )
( 医療は除く )
1,000 マイクロシーベルト /年
胃の X線集団検診 (1回 )
約 600マイクロシーベルト /回
胸の X線集団検診 (1回 )
約 50マイクロシーベルト /回
原子力発電所 (軽水炉 )周辺の線量目標値 (年間 )
( 実績ではこの目標値を大幅に下回っています )
50 マイクロシーベルト /年

自然放射線量の高い
ブラジル・ガラパリの放射線 (年間・大地などから )
約10,000 マイクロシーベルト /年

東京 - ニューヨーク航空機旅行 (往復 )
( 高度による宇宙線の増加 )

約200マイクロシーベルト /往復

１人当たりの自然放射線 (年間、世界平均 )
約 2,420 マイクロシーベルト /年

 ( 宇宙から約 390) ( 食物から約 290)

 ( 大地から約 480) ( 空気中のラドンから約 1,260)

県では、福島第一原子力発電所の事故や国際的な基準を踏まえて策定された原子
力災害対策指針に基づき、原子力災害対策を重点的に実施する区域を次のとおり定
めています。
これらの地域に含まれる伊万里市では、原子力災害時の住民避難について避難計

画を策定しています。

緊急防護措置を準備する区域（Urgent Protective action planning Zone）
原発からおおむね半径5km～ 30kmの地域

●各地域で測定される放射線量などに応じて、屋内退避や避難などの防護措置を行う区域
●原子力災害に備えて重点的に避難計画などの準備をする区域
●対象地域は、伊万里市の全域

予防的防護措置を準備する区域（Precautionary Action Zone）
原発からおおむね半径5kmの地域

●原発で事故が起きた場合、放射性物質の放出前に、すぐに避難できるよう準備をする地域

UPZ

PAZ私たちは、日常生活の中で自然界からの放射線を受けて生活しています。また、病気の診断や治療など
でも放射線を受けています。
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●放射性物質から出る粒子や電磁波を「放射
線」、放射線を出す能力を「放射能」、放射能を
持つ物質を「放射性物質」といいます。

●放射線には、アルファ線、ベータ線、ガンマ線
などがあり、それぞれ物質を通り抜ける力が
異なります。

　私たちは、日常生活の中で自然界からの放射線を受けて生活しています。また、病気の診断や治療
などでも放射線を受けています。

日常生活と放射線

出典：環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（令和2年度版）」をもとに作成

放射線・放射能・放射性物質とは2
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【懐中電灯に例えると】
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( マイクロシーベルト )
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緊急作業従事の場合に認められている上限

250,000 マイクロシーベルト ※1

放射線業務従事者及び防災に係る
警察・消防従事者に認められている上限
50,000 マイクロシーベルト /年 ※2

X線コンピュータ断層
撮影検査(CTスキャン)(1回)
約 5,000～30,000
マイクロシーベルト /回

自然放射線量の高い
インドのケララの放射線(年間・大地などから)

約 9,200 マイクロシーベルト /年

１人当たりの自然放射線(年間、日本平均)

(空気中のラドンから約480)(大地から約330)

(食物から約990)(宇宙から約300)

約 2,100 マイクロシーベルト /年

東京-ニューヨーク航空機旅行(往復)
(高度による宇宙線の増加)

110～160マイクロシーベルト /往復

原子力発電所(軽水炉)周辺の線量目標値(年間)
(実績ではこの目標値を大幅に下回っています)

50マイクロシーベルト/年

一般公衆の線量限度(年間)
(医療は除く)
1,000 マイクロシーベルト /年

胃のX線集団検診(1回)
約 600マイクロシーベルト /回

胸のX線集団検診(1回)
約60マイクロシーベルト/回

●シーベルトとは、人体が放射線を受けたとき、その影響を表す単位です。
　１シーベルト＝1,000ミリシーベルト＝1,000,000マイクロシーベルト

※1　電離放射線障害防止規則等の改正により、緊急時の放射線を取り扱う作業者の緊急作業従事期間中の線量限度を2016年4月より
250,000マイクロシーベルトに引き上げ。

※2　1年間につき50,000マイクロシーベルトかつ、5年間の総量が100,000マイクロシーベルトを超えない。ただし、人命救助や、放
置すれば事態の急激な悪化をもたらし、消防機関が介入すれば相当な効果を期待できる消火活動等の緊急作業従事期間中の線量
限度は100,000マイクロシーベルト。

放射線は、鉄・鉛・コンクリートで防ぐことができる
ため、原子力災害時には、屋内退避が有効です。

500マイクロシーベルト/時間　１日以内に避難するように指示が出ます。

20マイクロシーベルト/時間　　１週間以内に避難（一時移転）するように指示が出ます。

原子力災害時の
避難基準




